
















































ト尺度 （橋本, 1997） を元に作成した友人ストレスイベン
ト尺度を用いた。「友人葛藤事態」，「友人劣等事態」，「友人
磨耗事態」の下位項目から成る。
④学校適応：大学環境への適応感尺度 （大久保・青柳, 2003） 
を用いた。「居心地の良さの感覚」，「被信頼感・受容感」，
「課題・目的の存在」，「拒絶感の無さ」の下位項目から成る。
倫理的配慮：本研究は早稲田大学人間科学学術院「人を対
象とする研究に関する倫理審査委員会」の承認を得て実施
された （承認番号: 2015-055）。
結果と考察
　学校適応感と関連する要因について検討するために，友
人関係親密度，現実の友人関係のとり方，友人関係ストレ
ス，現実と理想の友人関係のとり方の差得点，ズレの評価
項目と学校適応感についてPearsonの積率相関係数を算
出した。その結果，友人関係親密度，現実の友人関係のと
り方の傷つけられ回避，友人関係ストレスの友人劣等，友
人関係の理想と現実のズレの知覚，苦痛度が学校適応に関
連していることが示された。
　また，友人関係親密度，現実の友人関係のとり方，友人
関係ストレス，友人関係のとり方の理想と現実のズレが学
校適応感に及ぼす影響について検討するために，階層的重
回帰分析を行った。しかし，友人関係の理想と現実のズレ
の知覚，苦痛度を追加することによって有意に説明率が高
くなることは示されたが，その他の友人関係の特徴に比べ
て影響性が高いことは示されなかった。以上のことから，友
人関係の理想と現実のズレは学校適応と関連性は示された
が，本研究の全対象者があまり友人関係の理想と現実のズ
レを感じていない可能性や，ズレを知覚し，苦痛に感じて
いても，その程度が高すぎない場合は，全体的な学校適応
を低める大きな要因ではない可能性が考えられる。 
